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次に示すのは、ある先生の指導案（一部）です。この指導案は、「話すこと・聞く

こと」の指導に関するもので、「話す・聞く力を付けるために書くこと」を重視して

計画されています。その具体的な手だてとして、実際に話すときのことを想定し、「生

徒に記述させる手順」についての指導者の説明を、指導案の「教師の支援および指導

上の留意点」に具体的な言葉で示しています（囲み①～④参照）。 

このように、どのような説明をすれば生徒が理解するか、実際の記述がうまく進め

られるかを、あらかじめ具体的な説明のプランとして考えておくことが大切です。 
 
○国語科学習指導案（略案）の例 
 
１ 教材名 立場を決めて討論しよう  
 
２ 指導計画と評価計画 
 

評 価 の 観 点
時 ね ら い 主 な 学 習 活 動 

関 話 書 読 言
評価規準と評価の方法 

 

１ 
・討論の方法を理解

 する。 

・教科書の説明を読んで討論の 
方法を知る。 

○
    ・（関）討論の仕方のポイントに線を引い

たり、確認のため友人と話したりしてい
る。［観察、ワークシート］ 

 

 

２ 

 

３ 

 
・自分の立場を確認

 し、討論の準備を

 する。 

 

・論題、立場を決定する。 
 （５、６人グループ） 
・立論を考え、まとめる。 
・予想される反論やそれに対す 
 る答えを考える。 
・相手の立論への反論を考える。
・説得力のある話し方を考え、 
 発表の練習をする。 

○ ○

   
・（関）話し合いの中で、メンバーの発言
を整理するなどして、グループの意見
をまとめようとしている。［観察・発言］ 
・（話・聞）グループでの話し合いにおい
て、自ら意見を述べたり、友人の意見
に対する同意や反対の考えを述べたり
している。［観察、ワークシート］ 

 

４ 

本 

時 

 

５

  

６ 

 
・根拠を明確にして、

分かりやすく自分

の意見を主張する

とともに、相手の

意見を尊重し、自

分の考えを深める。 

 
・討論を行う。 

・討論を振り返ったり、他のグ 
 ループの討論を聞いたりして、

 振り返りカードをまとめる。 ○ ◎

  

○

・（関）順序立てて話すなどして、聞き手
に分かりやすく話そうとしたり、相手の
意見に質問するためメモをとろうとした
りしている。［観察・ワークシート］ 
・（話・聞）自分の意見の根拠を順序立て
て話している。［観察・ワークシート］ 
・（言）クラス全員が聞き取れる音量や速
さ、言葉遣いに気を付けて話している。
［観察］ 

 
３ 本時の指導 
 （１）目標 根拠を明確にして、分かりやすく自分の意見を主張するとともに、相手の意見を尊重し、

自分の考えを深める。 
 
（２）評価規準 

国語についての関心・意欲・態度 話す・聞く能力 言語についての知識・理解・技能

・聞き手に分かりやすく話そうと 
したり、相手の主張を的確に聞き

取ろうとしたりしている。 

・自分の主張を、根拠を順序立て

て示すなどして、相手に分かりや

すく話している。 

・相手の意見を聞き取って、自分

の考えに生かそうとしている。

・速度や音量、言葉遣いに注意して

話している。 

２ 生徒に記述させる手順を明確にしましょう 
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（３）展 開 
具体目標 学 習 活 動 時間 教師の支援および指導上の留意点 評 価 

１ 本時の学習内容と目標を確認する。 ２ 「今回は実際に討論ゲームに入っていきます。討論をす
る際に意識することを黒板に書いておきました。まず、話
す時は根拠を明確にして分かりやすい話し方を意識する
こと。そして、人の意見を聞くときは、よく聞いて自分の考
え方に反映させようとすること。この二つを意識して討論
にのぞんでください。」 
・黒板に目標を掲示し、意識づけを図る。 

 ①自分の主張をしっかりした根拠をもとに分かりやすく話そう。 
 ②他人の意見をよく聞いて、自分の意見を深めよう。 

① 

 

  

 
 
 

 

２ ワークシートに今回の論題につい
ての自分の考えを記入する。 

 
 
 
 
３ 評価用ワークシートで、討論の時、
および聞く時の注意点、評価の観
点を確認する。 

 
 
 
 
 
 
４ 討論ゲームを行う。 
討論する班 時間 聞き手 

立論(各２分) ４ メモをとる。 

作戦タイム ３ 
評価カードを
記入する。 

反対尋問 
(各３分) 

６ 

自由論戦 ３ 
メモをとる。 

作戦タイム ２ 
評価カードを
記入する。 

最終弁論 
(各１分) 

２ メモをとる。 

 
５ 今回の討論を通して、自分の考え
がどう深まったかを ワークシー
トに記入する。 

 
 
 
 
 
６ ワークシートに記入した内容を発
表し合う。 

 
７ 自己評価を行う。 
 
 
８ 本時のまとめを聞く。 

 
５
 
  
 
 
 
３
 
 
 
 
 
 
 
 
２０
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
１０
 
 
 
 
 

 
 
３
 
 
５
 
 
２

「まずワークシートに今回の論題を記入しましょう。」「終わ
ったらその論題について、自分の考えはどちらの立場に
当たるか書きましょう。また、なぜそのように考えるのか、
その根拠をあげられるだけあげてみましょう。」 
・机間指導をして、書けていない生徒には助言をする。 
 
「評価項目を各自読んでください。これらの項目について
先生も評価をします。ポイントは大きく分けると三つです。
一つ目は、しっかりした根拠に基づいた主張ができてい
たか、二つ目は相手の意見をしっかりと聞いたうえで反論
できていたか、三つ目は聞き取りやすい話し方で話せて
いたか、です。」 
・評価の観点を確認することで、発表するときや、聞くとき 
の注意点を意識させる。 
 
・あらかじめ討論ができる隊形をつくっておくようにする。 
・聞き手は真剣に討論を聞き、しっかりと要点をメモできる 
ように指導する。 
・論戦では、互いの意見を述べる時間が平等になるように 
配慮する。 
・作戦タイムには教師が必要に応じて助言をするようにす 
る。 
・発表者が意見につまるような場合は、適宜教師が助言 
をするようにする。 
 
 
 
 
 
「最初に書いた自分の考え方が討論を通してどう変わっ
たかを書いてみましょう。特に、自分では気付かなかった
が、討論を通してでた、自分が納得できるような意見など
を書いてみましょう。」 
・教師は机間指導をし、書けていない生徒に助言をする。 
・討論を通して自分の考えがどう深まったかを書けるよう 
に指導する。 
 
・意見の深まりについてよく書けている生徒を指名するよ 
うにする。 
 
・自分の活動を客観的に振り返って評価できるように指示 
する。 
 
・次時に討論をする班が、さらによい討論ができるように 
ポイントを再確認する。 

本時の学習内
容と目標をつ
かむことがで 
きる。 
 
 
 
 
 
 
 
自分の意見を
しっかりと記入
することがで 
きる。 
 
 
意見を述べる
ときや聞くとき
の注意点につ
いて、意識を
高めることが 
できる。 
 
 
 
自分の主張を
しっかりした根
拠をもとに分
かりやすく話
すことができ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
 
他人の意見を
よく聞いて自
分の意見を深
めることができ
る。 

 

 

 
 

 
自分の活動を振り返り､
反省することができる｡ 
 
本時を振り返り､次時
の活動につなげようと
することができる｡    

（関心・意欲
・態度） 
聞き手に分
かりやすく
話そうとし
たり、相手の
主張を的確
に聞き取ろ
うとしてい
る。 
（観察・ワー
クシート） 
 
 
 
 
 
 
(話すこと･
聞くこと)自
分の主張を、
相手に分か
りやすく話
している。 
 （観察） 
相手の意見
を聞き取っ
て、自分の考
えに生かそ
うとしてい
る。 
（観察・ワー
クシート） 
 
 
 
（言語事項）
速度や音量、
言葉遣いに
注意して話
している。 
 （観察） 

② 
 
 
 
 
 
③ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④ 

 

ワンステップアップ 

  

 

 

 

 

 

この指導案では、本時の具体目標の達成を目指して、次のような工夫が図られます。
＊①では「この二つを意識して」と、③では「ポイントは大きく分けると三つです」
というように、学習の留意点を数字で示すことで、生徒に明確に意識させようとし
ています。 
＊②では「終わったら～しましょう」と、学習活動が早めに終わった生徒への指示も
あらかじめしています。 
＊④では「特に、～書いてみましょう」と、学習活動のポイントを強調しています。
このように、説明のプランを考えるに当たっては、「本時のねらい」を踏まえてど
のような学習活動を展開すればいいのかについて、ポイントになることを明確にして
おくことが大切です。 
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